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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告

　７月３１日、宮原小学校児童による田んぼの学校『草取り』を行いました。
いつもはクラス全員での参加で 40 人ぐらいの大所帯なのですが、今回は希望者のみという事で１６人の参
加となりました。水の中の藻などがたくさん茂っていて、草があまりありませんでしたので急きょ、イナゴの大
量発生で、葉がだいぶ食べられていたため、悩みの種だった「イナゴ捕り」に変更しました。最初は虫を怖がっ
ていた子どもたちも、慣れてしまったら職人の様な手つきで捕まえていました。

▲この草を抜きましょう ▲イナゴをたくさんとるぞ！！

▲この草を抜きましょう ▲イナゴをたくさんとるぞ！！

田んぼ学校　宮原小学校〈草取り〉田んぼ学校　宮原小学校〈草取り〉

　７月１１日、東陽小学校児童による田んぼの学校『草取り』を行いました。
　日差しの強い中、子どもたちの口からは「暑い～。きつい～。」という声が多々ありました。
　しかし、暑いからといってサボるわけにはいきません。植物の成長は待ってくれないからです。きちんと収

田んぼ学校　東陽小学校〈草取り〉田んぼ学校　東陽小学校〈草取り〉

秋の夜長の「観月会」秋の夜長の「観月会」
▶日　時
　10月26日㈯18時 30分（１泊２日）
▶参加費
　大　　　人2,000円
　小学生以下1,000円
　（宿泊費・食費・保険料）

里山フェスタ開催決定里山フェスタ開催決定
▶日　時：11月24日㈰
立神峡公園管理組合主催の一
年に一回の公演イベントです。
ただいま参加団体（出店・出演・
体験・展示など）募集中！

　捕獲したイナゴは大きな虫か
ごに入れて、みんなで観察しま
した。その後は、虫かごのイナゴ
は川岸で放し、公園の雑草を食
べてもらう様にしました。最後
に体と衣服を洗うために氷川の
浅瀬で浸かって涼みましたが、
ほとんどの子どもたちは初めて
の経験らしく、草取り、イナゴ捕
り以上に楽しんでいたように見
えました。

穫量を上げるためにも必要なこ
となのです。説明を聞いた子ど
もたちは古い農耕道具の「がん
づめ」を使い、稲穂の間を慣れな
い手つきで進んで行きました。
慣れたころにはクラスを二つに
分け、競争しながらの草取りとな
りました。
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▲青空音楽祭の様子


